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児童生徒の情報モラルに関する問題解決力を育成するために，本研究グループでは，「情報的な見

方・考え方」と「３種の知識」を統合した指導法を開発している．本稿では，「3 種の知識」と「情報

的な見方・考え方」の主旨を振り返り，統合した指導法の概略について述べる．また，この指導法を

活用した問題解決の指導を高校 1年生対象に，1時限（50 分）4回で実施する授業設計について述べ，

実践結果を総括する． 
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1. はじめに 
共通教科「情報」の目標は問題解決力としての情報

活用能力の育成である．しかし，その定義に含まれて

いない情報機器の操作の指導に多くの時間を費やすこ

とになっているのが現状と言える．これを改善するに

は，今までの教科教育学／教科教育法の本質的な見直

しを含め，教師の問題解決指導力を高める方策を考え

る必要がある． 

本研究では，共通教科「情報」で生徒の問題解決力

を育成するために，本研究グループが開発している「情

報的な見方・考え方」と「３種の知識」を統合した指

導法による授業実践の検討を行う． 
 

2. 「情報的な見方・考え方」と「3種の知識」 
筆者らは，情報モラル教育の指導法として，事件事

例などを網羅的に教え込んだり，対処法をルールとし

て教え込んだりする方法ではなく，小・中学校の道徳

教育との連携を図り，情報モラルを活用した判断に必

要な知識を厳選して，判断力を高めるための見方・考

え方の指導に重点を置いた方法を検討し，『３種の知識

 

[技術的理解過程]
•情報技術の知識を習得／確認
する
•設定した目標を達成出来そうな
代替案を発想する
•合理的判断過程で見つかった
問題点（デメリット）を最小化す
るより良い改善案を発想する

[合理的判断過程]
•情報技術の利用がもたら
す負の影響を考慮する
•代替案を改善するための
副目標を考える

[最適解導出過程]
・制約条件を満たす全ての代替案か

ら最も良いものを選択する

[レビュー過程]
•ログに基づいて
問題解決活動を
自己評価する
•有用な情報を選
択し、領域固有
知識を再構成す
る

・「良さ」と制約条件
・収集された情報

-「良さ」の間のトレードオフ関
係を考える

-状況や判断する人によって求
める「良さ」の観点が変わる

-想定外のケースや，誤りを犯
す危険性を考慮し，変化や突
発的な事態への対応方法を
準備しておく

+「合理的判断の知識」と「道徳
的規範知識」

・良さそうな代替案
・代替案の改良方針

・制約条件を満た
す全代替案

・学習された知識と
見方・考え方

- 「良さ」の間のトレードオフ関係を
考える

-多くの代替案の中から「良さ」に応
じた選択をする

-意思決定の権利を行使する際に，
決定がもたらす結果への責任や他
者への影響を自覚して判断を行う

・自己評価
・システムの評価

[目標設定過程]
•問題の目標と制約条件を理解
したり、分析したりするために
情報を収集する
•副目標と作業計画を決定する -問題解決の様々な場面で情報の

活用を考える
-解決方法の工夫を情報の収集や
処理方法の工夫という観点から考
える

-ICTを使う／使わないを含めて、解
決方法には常に多様な代替案が
あることを意識して発想する

-これまで解決が困難と思われてき
た状況や分野でこそ情報技術を活
用した新たな解決方法を発想する

-問題解決の様々な場面で情報の活用を考える
-多様な「良さ」に着目しながら，より良い問題解決を考える
-「良さ」の間のトレードオフ関係を考える
-システム的な観点で問題を捉える

[合意形成過程]
•意思決定者に導出した最適解
を説明し、意思決定を求める

・提案の説明内容
・上の説明に対する
反応と、他の提案

・最適解と選択理由
・「良さ」の比重

・活動ログ

図1 「情報的な見方・考え方」と「３種の知識」を統合した問題解決の枠組み 



（道徳的規範知識，情報技術の知識，合理的判断の知

識）による指導法』を提案してきた(玉田・松田 2004)． 

また，松田(2003)は，子ども達の活用力や問題解決力

を育成するための基本となる，見方・考え方として 13

項目の「情報的な見方・考え方」を提唱している．そ

して，平林・松田（2010）が，問題解決力の育成を目

標として，Savery(2009)のPBIにおける授業設計原理を

参考に「情報的な見方・考え方」と「３種の知識」を

統合した指導法をゲーミング教材の設計原理として提

案している．具体的には「目標設定過程」「技術的理解

過程」「合理的判断過程」「最適解導出過程」「ふりかえ

り過程」という段階を踏んで問題解決を経験させ，改

善させるものである．その後，甲藤ほか（2013）が，

問題解決には他者との合意形成が重要であるというこ

とから「合意形成過程」を導入した（図1）． 
 

3. 高等学校での授業実践 
4回の授業の流れは表1の通りである． 

 

1 時限目は，「３種の知識（道徳的規範知識，情報技

術の知識，合理的判断の知識）」を基に，情報モラル判

断についての考え方を学び，2時限目に，図1のフロー

チャートに従って問題解決の枠組み・必要となる見

方・考え方を学ぶ．その際の題材として，これまで本

研究グループが開発している「合宿先の予約課題」を

活用し，具体的な文脈で生徒が問題解決をイメージで

きるように工夫している．3時限目は，実際に問題解決

の難しさを体験するために「シミュレーション＆ゲー

ミング教材」を活用している．これまでに，「Web発表

用資料作成課題」「ネットオークション課題」などで実

践している．4時限目は，最終的には社会での問題解決

には，お互いの合意形成が最も重要となるということ

から，自分たちが巻き込まれている情報モラルの課題

解決について図 1 の枠組みに従ってディスカッション

を行っている．最終的に，事前事後調査，レポート課

題によって，問題解決の枠組みを理解できたか，それ

を自分の問題解決に活用することができるか，などに

ついて評価している． 
 

4. まとめと今後の課題 
これまでの実践では，事前事後調査及びレポート課

題の結果から，生徒が情報モラルを身につけることの

大切さとともに，問題解決のコツとして見方・考え方

を学習することの必要性に気づいている．また，情報

モラルに関する課題に直面した際に，道徳的規範知識

を基に「人としてどのようなことを守るべきか」とい

うことを検討した上で，インターネットの特性「公開

性」「信ぴょう性」「流出性」「公共性」「記録性」に照

らし合わせて，自分が使っている情報技術を検討し，

適切に判断できるようになっている． 

また，新しく追加された「合意形成」については，「人

としてのモラル」「インターネットの特性」「心理的・

身体的な特性」「機器・サービスの特性」の側面からプ

ラス面・マイナス面を挙げながら様々な議論がなされ

た．自分たちが，これからの情報社会を適切に発展さ

せていくためには，情報モラルの視点からどのような

コミュニケーションをしていくことが望ましいかとい

うことを目標に，現在置かれている状況を冷静に分析

し，問題解決の枠組みを踏まえてさまざまな議論が展

開された．その中で，自分自身や自分たちの集団では

どのような取り組みが必要かということを考えること

ができた． 

これまでの実践結果から，生徒の問題解決力を育成

するためには，問題解決の枠組みを理解させ，実際に

問題解決の難しさを体験させた上で，これからの社会

を発展させるためには，自分たちがどのようなことに

気をつける必要があるかということについて議論を行

い合意形成をする活動が重要であることが示唆された．

今後は，さらに実践を重ね，生徒の問題解決力を育成

するための方法について検討していきたい． 
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1時限目 

事前調査/情報モラルの考え方を知る/ 

３種の知識を解説 

2時限目 

問題解決に必要な見方・考え方を学ぶ/ 

情報的な見方・考え方を解説 

<題材：合宿先予約課題> 

3時限目 

問題解決の難しさを体験する 

<題材：シミュレーション＆ゲーミング教材> 

4時限目 

合意形成をするとともに 

自分で問題解決をするためのコツを習得する 

/事後調査・レポート課題提示 

表１．問題解決力育成：授業の流れ 


